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情報通信研究機構 未来ICT研究所
細胞機能構造学研究室

 　我々の研究室では、高度な蛍光顕微鏡
技術を用いて、細胞核の構造と機能の解
析を行っている。特に、染色体の高次構
造と核内配置、核膜の構造と機能の研究は、
我々の研究室の重要な研究テーマとなっ
ている。染色体構造の研究には主に分裂
酵母を、核膜の研究には主にほ乳類細胞
や分裂酵母、テトラヒメナ、マイクロビー
ズを埋め込むなどの人工的な改変を施し
た細胞を用いて研究を行っている。

分裂酵母の染色体構造の解析
　染色体は、遺伝情報を担うDNAが、ある

一定の秩序の基に折り畳まれた構造である。

しかも、その構造は、一定不変ではなく、

むしろ生命現象によってダイナミックに変

化する。我々の研究室では、分裂酵母を使っ

て、染色体の局所構造や核内配置が、細胞

増殖や生殖課程でどのように変化するか、

その変化は、生物学的にどのような意味を

持つかという問題に取り組んでいる。最新

のイメージング法と遺伝学的な手法を駆使

することにより、染色体の構造と機能を、

分子ダイナミクスの視点から研究している。

高等動物細胞での細胞核構造の解析
　真核生物の特徴は、核膜の有無にある。

「核膜が正しく形成されないと、細胞核

としてのアイデンティティーを失うこと

になるのではないか」との発想の基、染

色体の周りにどのように核膜が形成され

るか、またどのような場合に核膜が形成

されないのか、ということを調べている。

そのために、細胞が分裂する際の核膜の

挙動を調べるのはもちろんのこと、細胞

内に人工的なマイクロビーズを取り込ま

せて、その周りに核膜形成を起こさせる

ことにより、核膜が形成される仕組みを

検討している。

繊毛虫テトラヒメナの細胞核構造の解析 

　原生動物に分類される繊毛虫は、水棲

の単細胞真核生物で、ひとつの細胞内に、

構造と機能の異なる２つの細胞核（大核

と小核）が存在する。大核は、転写活性

が高く、体細胞核に相当するのに対し、

小核は、転写活性がほとんどなく、生殖

分裂のときに使われる。この生物では、

どのようにこの２つの細胞核を使い分け

ているのか、核膜孔複合体と核移行シス

テムを中心に解析を進めている。

生細胞ナノイメージング法の開発　

　蛍光顕微鏡を用いて生きた細胞内の分

子の挙動を可視化する顕微鏡技術の開発

を行っている。最近、我々は、生きた細

胞での分子ダイナミクスを、細胞構造と

の関連で観察できる方法として蛍光顕微

鏡と電子顕微鏡法を融合させたlive 

CLEM法を開発した。現在、その方法をさ

らに改良・発展させ、より広い生物対象

に応用できる方法を作っている。さらに、

生命現象を可視化するための蛍光プロー

ブの開発にも取り組んでいる。

 

問が無ければ答えはない。何かを
知りたいと思い、自然が啓示する
問に目ざめるなら、問はそのまま
に答である。

学生求人広告：
求む、生物が好きな人、化学が好
きな人、物理が好きな人、コンピ
ュータが好きな人。研究課題、要
相談。細胞の生き様、生きている
ままに観ること可。
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〒651-2492 神戸市西区岩岡町岩岡588-2
国立研究開発法人　情報通信研究機構 

この研究室は平成27年度限りです。

研究室のHPはこちら

研究室のHPはこちら
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